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芸術と科学における共振作用の考察

Consideration　on 　Resonance 　of　Art　and 　Science

北畠　耀 Kitabatate　Akira 文化女子大学 Bunka　

1，芸術と科学の通底性

　芸術と科学の 相互性につ い て 、私には忘れ られない

鮮烈 な 記億が あ る 。そ れ は 日本人の ノーベ ル 賞授賞

者の
一人である利根川進氏 （1987 年生理医学賞）が

受賞に向か う途上 で 日本に滞在された時の談話で あ

る （読売新聞の記事で あ っ た が 、記億 で あ る た め 細部

は不 確かである が、意 図された大 意は次の通 りで あ

る）。

　 「私が通 う マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ工科大学 （MIT ）では、

　芸術系の教育科目を極め て 大切 に し、世界で 最高水

　準の芸術家 を教授として迎えて い る 。 なぜな ら科学

　者の独創的な着想は芸術家の直観と通じる も の で

　ある。科学者に霊 感のよ うなひ らめ きがあ っ たと

　き 、ま だ 言葉 に も 数式 に も な ら な い 着想段階で 直感

　をまさぐりなが ら発展させるの は、芸術家の創造過

　程と変わ らな い 。形として まだ姿を現わさないその

　想念 は 、し ば しば音楽 や 絵画 の 作品イメージ に 仮託

　されて 暖め られる 。 科学 を志す若者 が芸術 で感動

　する能力を養うこ とは、独倉1」性開発にと っ て も欠か

　ぜない 。」

というもので あ っ た。両者は等 しく高度な精神活動

で あ り、科学で も解は常に簡潔で 美しくな くて はなら

ない とされる。こ のような芸術と科学が通底するとの

考 えは、辿れば前 6世紀ギ リシアの ピ ュ タゴラスに至

る 。思想 家 で あ り数 学者 で あ っ た ピ ュ タゴラ ス は万

物の原理をく数〉 におき、字宙を数比に基づ く音楽的

な
一

大調和 とみな した。両者の こ の ような融合観 は

］7 世紀の ガ リ レオ ま で 連綿と引き 継がれた 。ケプ ラ

ー
やニ ュ

ー
トン の 自然観にも明確に刻まれて い る 。 ガ

リレオの 「偽金鑑識官』（］623 ）に次の
一
節がある。

　 「哲学は、宇宙とい うこ の 壮大な書物の 中に書かれ

　 てある 。 （略）それは数学の E 葉で書かれている （略）

　 こ れ らな しには、人は睛い迷 宮の中をさまようばか

　りで ある。」
1）
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こ の場合の 哲学は 自然科学を意味 し、書物とはキ 1丿ス

ト教の聖書 、つ ま り宇 宙は数学で書かれた第二 の 聖書

で ある、として い る．地動説の信念を曲げなか っ たた

め に不遇な晩年を送 っ たが、ガ リレオ にと っ て 宇宙は

神の栄光 と
一

体で あ っ た 。 現代の科学 が探究の末 に知

の 細分化に 至 り、は た ま た遺伝 子 操作や臓器移植 の よ

うな 、人間とは何であるか、の根源 的な問 い直 し が新

しく提起され て いる。また現代芸術は全体に低迷 する

現状にある 。 こ の とき、全体像と
一

貫性を見失 わない

ために二 つ 洞察をあ らためて噛み しめる必要があろう。

2，芸術の独自性と画家の諸相

　芸術 と科学にお ける倉1」造過程の心理 は通 じ含うと し

て も、両 者は短絡的 に結 びつ け られるわ けで はな い 。

人の精神活動に おける理性と感性と い う二 つ の特質に

おい て 、科学 と芸術の軸足 は別々 に置かれる 。 人は理

性と 感性を同 時に 働かせ て 社会 に適応 して い るため、

日常生活で 二 つ の性質を区分する意識が働い て い るわ

け で はな い u そ してそれぞれ が一
語 で くくれ な い多元

性を持 っ て い る。だが両者の独自性 を基本的な相違 と

して考える場合、精神活動の 両側面に立 つ と理解 しや

すい。

　理性による問題解決 は、合理的な筋道を辿 っ て進め

られ、集中思考による成果が社会の 科学技術を支える。

感性 による表現 は、主題全体を俯瞰 しながら心的活動

に お い て 進め られ 、そ の 拡散思考による成果 が文化技

術を支える 。 科学は完全無欠の論理性を志向する積み

上 げ型 の 営為 で あ D 、芸術は思弁 と情念の総和を作品

に写 しと る直情型 の 営為で ある。科学は生活を豊かに

し、芸術 は心 を豊 か に して くれ る 。科学文化史 は 、両

者が相互 に共振 し補完 しあいなが ら、二 重 らせん的な

姿でも っ て進化してきたとい えるで あろう。

　酋頭 で利根川氏 による芸術教育観を紹介 した が、高

等教育における芸術科目の 目的は美意識の涵養とい っ
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た綺麗 こ と に とどま ら な い e 作品 と作家 の 生 きざまを

介 してわが身の生ぎ方を問い、全体像を構築する 圉や

倉1」造性開発の 動機づ けにも力点が置 かれ る 。 こ の とき

独創的 な 芸 術家 が 必 ず しも良 ぎ教 脊者とは限らない 。

む しろ両立 こ そ が難 しく、適任者は少数で あ ろ う 。 芸

術家の 理念や情熱は しばしば社会規範 を逸脱 し、時 に

異 常な毒を含ん で 教育 目的 に離反する。しか し 作 品 の

受容者は不快な内容で あれば直感が拒絶 し、作家は才

能が乏 しければやがて淘汰 さ れる。そ こ には努力だ け

で突破 で きない壁があ る。芸術家の 評価基準は 科学者

と違 っ て い つ の 時代も定かでないが、芸術家 へ の評価

は、実は残酷である。

　 創造性 は極め て 多面的な概念で あ る 。芸術で あれ科

学であれ、真に独創的な革新 は、そ の時代に当然 と し

て 受け取 られ て い る観念や方法に対 し、別種の原理 を

導入する こ とで 先行する常識が組み替え られる行為 で

あ る 。 これ は定量 的
・
定型的な方法論の 習熟か ら で は

な く、枠組 み を逸脱 す る 定 性 的 な 直 感 や 持続 す る 情 念

か ら生み出される こ とが多い 。 そ して しばしば意 味づ

けが後追いを して評価が定着する。

　 感性に軸足 を置 く芸術 にお い て こ の 後追い 現象は枚

挙にいとまがな い 。 始めに非難された理 由が後に同 じ

理 由で も っ て賞賛され る、とい う事態 は しば しば で あ

る。1874 年 の印象派の命名も 1905 年の 野獣派の 命

名 も、蔑視する評論家の形容句に始まる 。

　 美術 における創造性の評 価は こ とに 20 世紀に入 っ

て許容幅が 拡張 され 、未開民族芸 術へ の 評価、ダダイ

ズム の 非条理へ の 傾斜も、シ ュ
ー

ル レア リズムの意識

下 へ の沈潜も許されるよ うにな っ た。また絵画 は 日 常

性 か らの脱出願望 や遊びとも類縁関係が深ま っ た 、 ル

ソー
は空想に遊び、ピカソは形 に遊び、マ テ ィ スは色

に遊びつ つ 時代を画 した。しか しど の 場合 も人 間性 を

軸に美術史の ドラ マ は進行 した 。 ゴ ッ ホの場合は余 り

に真面 目人間 で あ っ たが ゆえ に悲劇的であ っ た。彼 の

耳切 り事件では、ゴーギ ャ ン を襲 うつ も りのカ ミソ リ

で 自らの耳を切り落とし、あ ろ うこ とか 、それ を片思 い

の 娼婦に届 けた。肉片は彼の分身 なの で あ っ た。こ れ

は彼の内なる情 念の マ グ マ が噴出 した こ とによる正直

そ の も の の 行為で あ っ た 。 人を感動さぜる芸術は常に

何らか の 驚きを伴う。 異次 元の悦楽体験に誘 う場合も

あ り、はた また深 くに埋 め込 まれた狂気 によ っ て 人 を

撃ちの めす場合もある 。 ゴ ッ ホの絵の実物を見 るとき、

い つ も私の 体に は 言 い 知れぬ痛みが走 る。

　美術の独 自性 をこのよ うに見て くると、色彩科学が

［ニ ー一一 一

造形作家の本質的な表現 に刺激を与え る こ と は 稀だと

思わ れよ う。色 は人の 心の 奥深 くと通 じあ っ て い るた

め 、画 家は想念を絵筆に託 し、そ して 同時に多 く の画

家が言葉で も色を語 っ て い る 。 発言 記録の多 くは彼 ら

が独自に解釈す る色の象徴性、色に託 した世界観 、配

色調和観や彩色技法等に限られ る。

　絵画 は あ る 主 題 が 、色 （色使 い 全体がもた らす心理効

果、優勢色 調、色の形 、面積
・
配置 ・対比 関係、描法 ・

視覚効果、色材と耐久性、等）と、形 （構図
・
配置 、線 ・

面、空間
・
量感、模様 、大小

・
強 弱、単純

・
複雑、集中 ・

拡散、等）と、材質 （基材、絵具材 ・絵肌、保護膜、質感

等）とを伴 っ て表現 される 。 そのた め色 だ けで全 体像

を語る こ とは難しい 。また
一

般に色 の 造形原 理 と呼ば

れる諸要因 （基調色 ・配合色 ・強調 色、対象形 ・非対象

形、ドミナン ト
・グラデ

ー
シ ョ ン

・
コ ン トラ ス ト、リピ

ー

ト
・
リズム、バ ラ ン ス ・プ ロ ポ

ー
シ ョ ン 、セ パ レーシ ョ

ン等々 ）をまさ ぐりながら彼らは色を置 く 。 しか し作画

の 時点 で こ の よ うな説明的な類型用語は画家の 念 頭に

はな く、こ の種の用語は必要な場合だけに抽出される。

重視す る の は全体の均衡感で ある 。 代わ D に画家たち

が しば し ［ま用 い る特 珠用語 に く ヴ ァ ル
ー

ル 〉 があ る。

これはvalue の フ ラ ン ス 語 で あるが通常〈 色価〉 と訳さ

れ る。部外者に通 じに くい が、色だけでな く明暗 も大

き さも対比効果も含んだ画面 全体 で の 相対的な強 さで

ある。彼 らは美の 規範 や原理 の 諸要因を全 て 丸め て く

強弱 〉 の 一
語 に凝縮さぜ て しま っ て い る 。

　それでは絵画の色彩論は成立しな い の か。当然なが

ら否 で ある。画家は直感的に筆を走 らせて い る か に み

え る と も 、手を動か す 行為 は全体搆 想 の 発露なのであ

る 。 レオナル ド
・ダ ・ヴイ ン チ は 「最後の 晩餐 』の完成

が遅れて いる こ との咎め に、創造は構想 して い る時に

あ る 、と 口 答えを して い る ． 作家にと っ ての 闘技場 は

画面でな く頭脳 の中にある 。 完成作品 とは構想の最 終

提 示 で ある。作品に感 動すると い うこ とは、そ の メ ッ

セージ をその 人なりに読み解い たとい うことである。

感動とは作品との交感が もた らす内的現実 で あ り、内

面化 して そ の 人の なか に棲み つ づ ける 。 完成作品は作

家か ら離れ、時を越え て 客体と して 存在する。その た

め定性的な解釈も定量 的な解析も可能になる。

　こ こ で 残念 に 思 うこ と は 、色 彩を基軸に説か れ た 美

術諭が余 りに 乏 し い 現状で あ る 。 美へ の 感受性豊 かな

科学者 と、色彩理論 をわきまえた美術史家 ・評論家に

よる双方か らの 洞察を今後に待ちた い 。色は幸い に も

形態や材質よ り、体系的かつ 多領域にまたがる研究成
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果が整 っ てお り、コ ン ピュ
ー

タ との相性も良い。造形

作家におい て も現代で は色彩学の習得が創作に利する

こ と は 明 らかである 。 画家たち もこの論戦に加わ 〕 て

ほ しい 。こ こ に造形 活動 の ため の 好ま しい 色彩教育論

が少数派の 議論に とど ま る こ とを考え合わ せる と L絵

画 の 色彩論 は まだまだ未開拓の課題 で ある とみなす べ

き で あろう。

3．色彩科学の 画壇 へ の影響事例

　絵画史における色彩科学と画家の創造性との大型か

つ 例外的ともいえる出会 いは、19世紀後半の ロ マ ン 派

か ら印象派 ・後期印象派、こ とに点描派の 画家たち で

あろう。 色の基本知識すなわ ち色の三 属性、色相環 と

補色 関係、色 の対比 、光 の色 と絵具の色の 三 原色の相

違 、混色 原理 、視覚の し くみ 等に 触れ た 歴 史上 の 最初

の画家た ちである 。 色彩理論 に啓示 を受 けてその有効

性を信 じた画豕たちが熱い 議論を交わ しつ つ 色彩に よ

る絵画史の転換が成し遂げ られた 。 ドラ ク ロ ア、モ ネ、

ス
ー

ラ、シニ ヤ ツ ク、ピサ ロ 、ゴ ッ ホ、ロ
ー

トレ ッ クら

一
群の 画家で あ る 。中で も スーラ は 科学の信者と も 坪

ばれて い る 。 化学者、物理学者、生理学者 には最 も大

き く作 用 したシ ュ ヴル
ー

ルとル
ー

ドをは じめ マ ッ クス

ウ エ ル、ヘ ルムホル ツ 等 が挙 げ られる。他に美学者 の

シヤルル ・プラ ン、シヤルル ・
ア ン 1丿、フ ェ ネオン等も

ここに登 場する。画家たちは個 性的な作風に固執 しな

が らも色彩学の 論理 に 感性の 奥底が揺すぶ られ 、科学

者 ・美学者の 諸説がそれぞれなりの作画に反映した 。

　 1920 年代 にはオ ス トワ ル トの色 彩調和論と形態論

がバ ウハ ウス を中心 とする画 家たちを刺激 し、大論戦

に発展する とい う興味ある出来事があ っ た 。 しか しこ

の時は本質論の上 で 両者はすれ違い に終 っ て い る。

　 こ れ らに関して は数ある類書に解説を委ね、話を次

に進めさせて い た二だく。

4，表現技術の開発が与え た美術へ の 影響

　美術に限らず す べ ての芸術表現は、何を表すか とい

う内容の構想力 と、どう表すか と い う表 現技術 の 均衡

によ っ て 成 り立 ち、こ の 両立 なくして 作品 は完結 しな

い 。 こ れ まで述 べ てきた 四 容は理念 にかかわる前者 を

念頭 に置 くもので あ っ たが、ひ とたび表現技術の倶1」に

焦点を当て て 美術史を振り返れば 、科学技術が与えた

恩 恵 は 数多 く 見 い だ せ る 。 作 品制作 に は さまざまな技

法と材料 ・
用具が不可欠 で あ り、新 しい発明

・
発見 があ

れ ［ま作家における内容の 構想力も拡張される 。
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「

　単純な事例 を挙げれ ば、油絵具 の金属チ ュ
ーブ入 り

が発明さ れ たのは 1840 年代であ っ た。こ れが戸外で

の写生を可能とし、バル ビゾン派や印象派による風景

画が生 み 出された 。そ れま で は豚 の 膀胱 が利用 され、

絵具 作 D を習得するため に も弟子入 り入門は不可欠で

あ っ た 。そ して 風景画はとか く歴 史画
・
肖像 画

・
静物

画よ り格下に見 られたがその評価が大き く変化 した。

　本稿で は美術を主に取 りあげて い るが、美術に近接

す るデザイン分野に踏み い ると、内容構想と表現技術

は 切 り離 して 論 じ る こ とが で きな い 。モ ノ づ くりは、

た とえ
一

枚の 八 ン カチであれ高層 ビルで あれ、科学技

術が生 み 出す素材や機器に依存する。生産 の 条件や規

格に準 じ、機能性と審美性と経済性を合わせて作業が

進行す る。産業 革命以 降の近代デザ イ ン の価値体系 は

こ れ ら の 上 で 築か れ て き た。

　以下 に科学 が及ぽ した代表例 と して写真
・
映像世界

と美術と の関わ りを追 っ て み る。

　科学の 中で も光学 と画家と の 出会い は、1000 年を

遡 るアラビアの物理学者アル八
一

ゼ ン が針穴 写真機 と

同 じ 原理の 装置を考案したこ と に 始ま る 。こ の 装置は

日食な どの太陽観察に好適であ っ た 。 これはカメラ
・

オブスキ ュ ラ （暗い部屋 の意）と呼ばれるが 、命名者は

ケプ ラ ーで あ っ た らしい 。小穴による投影現象そのも

のの発見 は古く、前5世紀中国の墨子、続い て前4世紀

ギリシアのア リス トテ レスとされる 。

　やが て こ の 装置 を用 い な がら遠近法が確立され て い

く 。 15 世紀にイタリアでブルネレ ス キやピ エ ロ ・デ

ラ
・
フ ラ ン チ ェ ス カな どの美術家が研究 に寄与 し、ドイ

ツ で はデ ュ
ー

ラ
ー

が透視装置の開 発を進 めた。レオナ

ル ド
・ダ ・ヴイ ン チも遠近法に取組み、手記 とス ケ ッ チ

を残して い る。

　 ］6 世紀にはカメ ラ ・オブ ス キ ュ ラは レ ン ズと絞りの

機構を備え 、鏡を用 い て倒立像が正立する 工 夫もな さ

れ、小 型化された。物理学者で画家の G ，デラ ・ボル タ

は、絵を描けな い人は こ の 装置で 輪郭をなぞればよい、

と説 いている 。 彼はカメラ
・
オブスキ ュ ラを使 っ たい

たす ら芝居 をナポ リの 名士 に見 せ て 驚かせ、危 うく極

刑になると こ ろ だっ たとい う逸話があ る 。

　 17 世紀 には、シ ャ イナ
ー

はケプラ
ー

式望遠鏡と組 み

合わせ て 太 陽を拡大投影し黒点を発見 している。驚異

の 博物学者キル ヒ ャ
ー

は光と影につ い て論 じ、移動式

暗箱 の説明図を残 して い る
2）

。 彼 は幻灯機や最 も原初

的な コ ン ピ ュ
ー

タ の 発明者で もある 。カメラ
・
オプ ス

キ ュ ラと幻灯機は当時の魔術師に欠かせな い 秘密兵器
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であ っ た。映像装置 を空間構 成に活 用 したと思わ れる

画家 に フ ェ ルメ
ー

ルが挙げ られる。同 じ地に住む同年

代の 博物学者レーウェ ン フ
ークは顕微鏡を製作 して微

生物や 精子を発見、フ ェ ル メ
ー

ルの死後は遺言執行人

に指名された。フ ェ ル メ
ー

ル は レ
ー

ウ ェ ン フーク に手

ほ どきを受けたであろ うことが推測される 。

　 ］8世紀 には景観記録の 補助手段と して も普及す る。

ウ ォ ラ ス トン はプリズムを用 い 、対象物と画板とが左

右の 目で同時に見 える ス ケ ッ チ用具力メラ ・ルシ
ー

ダ

（明る い 部屋の 意）を考案 し た 。 つ い で なが ら 、画家の

使 っ た小道具にクロ ード・グラス （Olaude　 Glass）があ

っ た。小型 の黒ガラ ス製凸面鏡い わ ば車の パ ッ クミ ラ

ー
状で 、こ れ に映さ れ た像は縮約さ れ 、色が弱 め ら れ

明暗が単純化する。後の愛 好者で コ ロ
ー

が知 られるが、

現在で も利用効果があ ろ う 。 以上がカメ ラ前史の ス ケ

ッ チで あ る
3）a ）・

。

　 ］9世紀 に至 り写真術が開発される 。 こ れ以前の複製

術 は 15 世 紀 の グーテ ン ベ ル グ以 来 活版 印 刷 と 版 画 で

あ D 、発明 は技術者で あ っ ても表現の主体者は作家で

あ っ た 。 しか し写真術 の登場で主客が逆転する。暗箱

の 投影像を化学的 に 定着させ る 研究が フ ラ ン ス と イ ギ

リスで進み、舞台装飾画 家のダゲー
ルが ］839 年にダ

ゲ レオタイプと呼ぶ銀 板写 真法を開発 した。こ の新技

術 は細部描写と遠近法の 正 確さを備え、しかも
一

枚の

ネガ か ら複数の ポジ画像が得 られる発明 が続いた 。 絵

画の世界は思いが けない衝撃に襲われ 、写真家に転向

する肖像画家も多 く出た。フ ラ ン ス新古典主義の 旗手

アングル は 1846 年 に写真 は不正競業であるか ら禁止

せ よと政府 に訴 えた ．肖像画 の 得意な彼 にと っ て は不

愉快で あ っ た。だがやが て 写真の 利点を納得し て逆用

する 。 10年後にはナ ダー
ルのヌ

ー
ド写真を使 っ て名作

「泉 』を制作 し、写真 に賛辞す ら送 っ て い る。ア ン グル

に対立 したロ マ ン派の ドラクロ アはフ ラ ン ス写真協会

の創立会 員にな り、自ら撮影 した モ デル写真 を作画 に

用い て いる。カ メラ愛好家で知 られた画家は ドガ、モ

ネ、ロ ゼ ッ テ ィ であ り、写真の利用画家となれ ばマ ネ 、

ク
ー

ルベ 、ミレ
ー

ス 、ゴー
ギ ャ ン 、ス

ー
ラ 等数知れな い 。

写真 は結果 として 画壇 に新鮮な刺激と効用をもた らし

た 。 画家たちは再現や模倣よ り表現 がよ り重要であ る

こ とを改め て 自覚させ られた。こ の よ うな考えは新 し

い 20世紀絵画思想 の 基盤 ともな っ た
5 ）
。

　 20 世紀にはカメラの大衆普及、写真誌発行と国際写

真展の開催、カラ
ー

写真と特殊 撮影技術 の発 展、印刷

技術との 連携、映像機器の 高度化等が相次ぎ 、 写真は

［＝一 一

独 自の 文化領域と して 確立され た。そして つ い に は写

真と い うジ ャ ン ル そ の も の が溶解し た。

　 20 世紀 後半に科学 が芸 術 に与え た大 型の革新例は

テ クノ ロ ジ
ー・ア ー

トであろう 。 コ ン ピュ
ータ普及以前

か らテ クノ ・ア ートと 呼ばれ るキ ネ テ ィ ツク
・
ア
ー

ト、

オ プテ ィ カル
・
ア
ー

ト、ホ ロ グラ フ イ ツ ク ・ア ー
ト等が

先行 し、美術館の 枠を越え た環境芸術や異分野 間の コ

ラ ボレ
ー

シ ョ ンも模索 されていた。世紀末か らは コ ン

ピ ュ
ータが精度を上 げ、すべ て の 芸術分野で導入され

る に至 っ て分野 間の相乗作用 は重層化 して い っ た。こ

こに医学 をは じめ科学の諸分 野が参入 し、ブラ ッ クボ

ッ クス で あ っ た身体内やナノ の世界にも視覚が侵入す

る。こ の趨勢は日常の市民生活にも及び、携帯電話 と

デ ジタル カメラ 、イ ン タ
ー

ネ ッ トの 急速 な普及が生活

慣行と意識の変化を促している 。

　その
一方で こ れ らがもた らす弊害も社会問題 として

浮上 して い る。情報化社会で は個人の 処理能力を越え

て 悁 報 量 は 増 大 し、内容 も 高度化 し複雑化 す る 。幼小

期のゲー
ム器操作か ら長 じての ネ ッ ト社会 へ の参画ま

で、皮肉な反作用が内在する。巧み なプ ロ グ ラ ム設計

に よ る 疑似体験、考え る こ と よ り情報検索の先 行と引

用、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの表層化、これ らの習憤定着に

よる 自発的思考力と創造力の 退化、等で ある 。また産

業構造に お い て も変革は当然なが ら、実業で はなく虚

業の跳梁ば っ こ が危 眞される。

　 2 ］世紀の 日本が文化国家と して の 成熟を願 うなら、

個々 人にお い て は 価値判断能力の充実を、社会的には

人 間 1生を基軸 に置い て 創造的進化を 目指す哲学と支援

体制 を伴 っ た新 し い 挑戦 が求め られ る 。こ れ は 芸術と

科学に共通する今日的な重要課題である。

　芸術 と科学の連合が色 彩世界で演 じられた饗宴と し

て最後 に特記 して おき た い 業績があ る 。「ロ レ ア ル 色 の

科学と芸術賞」（ロレアルア
ー
ツアンドサノニンスファ万

一
ション主催）で

ある 。こ の催は 1997 年か ら 2006 年ま で続け られた

が 、応募数は ノーベ ル賞受賞者や世界的に著名なア ー

チス トを含む延 べ ］］50 件であ っ た と聞 く 。 そ の裾野

を
一

連の ワ
ー

ク シ ョ ッ プが支えて い た、驚き と遊び心

が埋 め込 まれた こ の 知恵較べ は壮観で あ り、受賞作は

いず れも着眼点の意外性、視覚的な説得力、研究と し

て の 完成 度 の 高さ で 色 の 力 をま ざま ざ と見せ て くれ

た。こ の 研究活動の 記録は総色刷 りの お しゃ れな
一

冊

にま とめ られて いるが
5〕
、更 に詳細を何 らかの媒体で

公刊 される こ とが望 まれ る。そ して 次の世代が研究 を

引き継ぎ更に乗り越えることを願 っ てやまない 。
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5．色彩画家の彩色手法一
マ ティ スの赤を中心に

　本稿は、当初色彩画家の系譜と彩色 技法を語る つ も

りで いた が、総論に紙幅を費や して しま っ たた め、代

表画家として ア ン リ
・マ テ ィス 〔］869 −一・1953 フラ ン

ス）だけを挙げその画業にふれ て おきたい。

　マ テ ィ ス は 1905 年の サロ ン ・ドートン ヌ におい て 、

仲間の画家たちと純色 が乱舞する
一

連の作品を発表 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ 　 ゆ

た ，，〈野獣たち ：フ オ
ー

ヴ 〉 と揶揄され たが、こ れは

20 世紀にお ける色彩絵画の幕が開 くフ ァ ンフ ァ
ー

レで

あ っ た。こ の 過激な行動は、反ア カ デミズム の みな ら

ず、直前に色彩で新 し い 革新を成 し遂げた印象派とも

異質 で あ っ た。当時の画 家は印象派の洗礼を受けて い

た が、イ ン プ レ ッ シ ョ ン よ り エ ク ス プ レ ッ シ ョ ン が 重

要であると考 えた フ オ
ー

ヴィ ス トたちは反発に転 じた。

色は物に付随する とされて きた固有色 （マ テ ィ スは模

倣の色彩と呼ん で いる）から離脱 し、色彩独自の訴求力

と造 形力とを強調する方向に進んだ。こ の 考えはゴ ッ

ホの表現主義、ゴーギャ ンの装飾主義そ してセザンヌ

の構造主義の 延長上 に あ っ た。

　野獣派の嵐が鎮まりつ つ あ っ た 1908 年末に彼は

『画家の ノート：とい う
一

文を雑誌に寄せ て い る。後に

文章
・
談詰

・
手紙を力口えた分厚 の

一
冊 に まとめ られ、作

品 と 合わせて作家像が立体的に理解でぎるのは幸い で

ある
ア）
。冒頭 で 彼は 「画家が自分のや D 方に つ い て 示す

こ とが で きる最良 の 説明とは 自分の 絵か ら生まれるそ

れなのだ」と言 い つ つ 、「画家の思想 は手段 の裏付けの

大きさ に応 じた価値をもち、また手段はそ の思想が深

ければ深い だけ完璧なも の となる」そ して 「私が夢み る

のは （略）均衡 と純粋さと静穏 の芸術 であ り、肉体の疲

れを い やすよ い 肘掛 け椅子 に匹 敵する何か で あるよ う

な芸術で ある」と語る。どの 話にも誇張がなくしかも明

解で 、偉大な 常識人 と呼びた い マ テ ィ スの人柄が伝わ

⊃ て くる。均整 の とれ た画面構成 で 生きる喜びを歌 い

あ げ、自然を解く訓練を自身に課 し、こ の 姿勢は晩年

ま で たゆまず貫 か れた 。

　色 につ い て も随所に綴 られ て いる。いくつ か を抜 ぎ

出して み よう。 「私の色彩の選択はどんな科学理論にも

頼 らない
一

それ は観察、感情、私の感受性の経験に基

づ い て い る。シ ニ ヤ ツ ク の よ うな画豕 は ドラ ク ロ ア の

文章に影響されて補色に熱中 し、補色の科学的理論に

導 かれ て こ こ は こ の色調を、そ こ にはあの色調 を使 う

とい っ た具合 にな るの で ある。」と い う。シ ニ ヤ ツ クは

マ デ ィ ス よ り5歳年上であるが、1904 年の夏 にサ ン ・

ト［］ぺ で
一

緒に過 こ しマ テ ィ ス も点描風 の 作画 を試 み

＿ 一 一 一 コ

た 。 作品 濠 奢 ・
平安 ・．1皃楽』に結実 して評価 を得たが

同時に疑問も抱き、こ の経験 が ら色彩観が劇的 に変化

した 。 文章は続けて 、色彩理論の限界 を広げるの は、

本能や感情、感覚に基づ く色彩の 知識を身に つ けた画

家たちの絵を研究する こ とである 、と述 べ て い る。彼

の色彩調和観の 核心は 「色彩を秩序立て る こ と、それは

彼の発想 を秩序立て ることです」〔1925 ）「色彩 に つ い

て
一

番問題になる のは関係です」「色 彩はけ っ して 量の

問題ではな く、選択の 問題 です」「色彩の氾濫では無力

の ま ま で す。色彩はそれが組織づ け られ、芸術 家の感

勤と呼応したと き に は じめ て完全な表現に達する の で

す。」（1945 ）この 部分 で あろう。

　マ テ ィ ス が画家を志し た の は 、21 歳で 法律事務所の

見習書記 で あ っ た頃、虫垂炎で療養 中に絵画論 を読み、

絵が好ぎだ っ た母 から絵具を与え られたこ とがき っ か

けで あ っ た。病気という偶然 が無 けれ ば彼は地方の有

能な
一

法律家と して美術の地平に姿を現さなか っ たか

も しれな い 。 法律を捨てた彼はパ リに出てモ ロー
とい

う良ぎ師に め ぐり合い 、習作時代の 後は急速 に才能 を

開花させた。フオーヴィ ス ム か ら装飾画、ア ラ ベ ス ク、

オダ リス クの 時代が続き、そ の 後も色彩の 生命感 を画

面 に 凝縮 しな が ら、成熟 の 道 を歩 んだ。晩年は 、色と

形を高度に純化させ た切り紙絵、マ テ ィ ス の 感性が光

とな っ て 響き合 う礼 拝堂を ヴ ァ ン ス に 残 し、ニ
ース で

85歳の 生を閉 じた。

　最 後に
一点だ け

＝
赤の 八一モ ニ ー』を選び出し、色彩

構成を解いて みたい （制作時の題名 は 「食卓のための装

飾パ ネル 」で あ り「赤の 食卓』とも呼ばれる）。こ の絵は

さ しず め色の 交響詩と形 容 した い 中期の 代衣 作であ

る。しか も こ の 絵 には様々 な エ ピ ソ
ー

ドが ま つ わ る。

発注者は遠い 異国の シ チ ュ
ー

キ ン 、彼は帝政 ロ シ ア 末

場の繊維業者で大 富豪、美術 コ レ ク ターと して も先見

性 に冨み鋭 い 審美眼を備え て い た。シ チ ュ
ー

キ ン と並

ぶ大富豪の コ レクタ
ー

に モ ロ ゾ フ が い て 、二 人の 投 じ

た莫大な資産 が 現在 の エ ル ミ タージ ュ 美術館 と プーシ

キ ン 美術館に並ぶ粒よりの名品 で ある。

　 シ チ ュ
ー

キ ン は 1904 年に初めて マ テ ィ ス と 会い 、

よだ評価の定ま らない時期か らその才能 を見抜 ぎ作品

を購入 して い た 。1908 年に彼は食堂 に飾る絵を依頼

した 。 マ ティ スは印象派の影響が残る ］1年前の 『食卓」

を下絵 とした。だが完成作 は原画が想像でぎな いほ ど

の 変容を遂げた。平面的に置かれた色 が明快な形とせ

め ぎ合い 、伝統的な遠近法と明暗法は解体され て 暗示

にとどまる。彼 は フ オ
ーヴィ ス ム の 色彩の熱狂時代に
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日 本色彩学会誌　第3 ］巻　第 ］号　（2007 ）

続い て 形態 を改 めて 問い 直し、色と形を統合する手法

を模索 して い た。装飾パネルはその 帰結であ っ た。こ

れを契機 に装飾性は彼の生涯を通 して の造形的特長と

な っ た。

　 こ の作画 は、初 め基調色 が緑 で あ り、完成作 は青 で

あ っ た 。 シ チ ュ
ーキン は満足 して い たがマ テ ィ スは描

き 直 しを懇請 し、次 に青 は赤に塗 り替 え られ た。こ の

よ うな行き つ 戻 りつ の思考過程は彼に しば しばみ られ

るが、努力家マ テ ィ スの証 しといえる 。 青で はな くな

ぜ 赤な の か。赤は古来生命を象黴す る色で あ り、色を

通 して 生 を歌い あげよ うと したマ テ ィ ス の衝動に似つ

かわ しい。青の絵が白黒写真で 残され て い るが、唐草

模様は背景 が明 る く描写 的で あ る 。色相 の 反転 は 同時

に明度の近似であ り、画面の
一

様な平面性 が強調 され

た。彼は当時を回顧 して い う。 「絵の主題 とその絵の背

景 とは同 じ価恒をも っ ている。」「私は似せ よ うという

心遣いはす べ て 捨て るこ とに決めた。（略）現代の偉大

な達成は色彩によ っ て 表現の秘密を発見 した こと （で

ある ）。」（1935 ）青を赤に切 り換えた こ の決断 が彼 の

装飾的絵画 へ の転換点 で あ っ た。

　 こ の 絵を前に したとぎ、人はまず赤の洪水に目を奪

わ れ 、非現 実の空間に想念が浮遊 しは じめる。画面 は

す っ しりと構築 され て お り、視線は緩やかに絵の 中を

循環 す る 。こ の 赤が額縁状の 緑 の 外景 と 室 内の 黒
・
白

の 無彩色によ っ て視覚 的に
一

層引き立 て られ て いる こ

とに気づ く。赤は面積こ そ大き い が、唐草模様と人物、

卓上 静物や椅子 で 分 断された背景 色であ り、主役の色

は形の脇役 で ある 。 太 くうねる ア ラ ベ ス ク模様は、下

部で ば らつ い て いるが上部の シ ン メ ト1丿
一

に収束され、

全体の運動感と統一感とを同時に演 じている。四 つ の

花 籠 は意外 に大 きいが ヴ ァ ル
ー

ル は抑え気味で ある。

赤以外の 主な色相が画面 のどこかに置かれ、そ こにカ

ラ リ ス トの 才が読み取れる 。赤 と対照 的な屋外 の 緑を

強引に画面に繋ぎとめる秘密は窓枠にある 。 赤はオレ

ン ジ と黄色を経 て 緑 に リ レー
され 、直接 の対比 を緩和

させて いる。この グラデ
ー

シ ョ ン は べ ゾル ト・ブ リュ ッ

ケ現象その も の で ある 。 緑に至 っ たグラデーシ ョ ン は

空 の 青 で終 息す る 。 窓枠のオ レン ジ は樹木の Eヨい花に

接 し、こ れ もセパ レ
ー

シ ョ ン 効果 と呼ばれる緩和手 段

で ある 。 白い花の木は黒い 幹が細く弧を描く。 これは

室 内の 模様に対応する形状の反復 で あ り統
一

感 が意識

されて いる。左の椅 子の色 と形も巧み で ある。背もた

れ の 赤茶色がさ りげなく赤と緑 とを結びつ けて い る 。

黄色の扱い も絶妙で ある。黄 は赤と縁 の 中間色相 で あ

り 、しかも明度が高い ため両者共通の アクセン トカラ

ー
に適する。卓上に点在する レモ ン や ミ モザの 黄色 は

拡散す る視線を強い ヴ ァ ル ールで中央に導きつ つ 、全

体 を軽や かにする 。 そ して 草上の黄色の小花は花瓶の

黄色 い 小花と共鴫 して い る 。最後に 見落せ な い の は 屋

外遠景の小屋である 。 反対色相の外景を この赤が画面

全体に囲い込む役割をも ち、い わ ば赤い ピ 1丿オ ドであ

る 。

　人は美 しいもの触 れたとき、瞬時で いず こ か へ 飛翔

する気持ちに襲われる 。 この心 の乱れるさまが美の体

験で あ ろ う。我 にかえ っ て 次 に美 の 謎解き を楽 し む 。

謎解きには異なる解釈が い くつ もありうる 。 時には作

者自身 が自覚 しなか っ た秘密を他者が照らし出す こ と

もある。マ ティ ス は熟慮の 人で あ っ たため見 る たび に

新 しい発 見がある 。 その様相をあえて言 葉に置 き換え

るな ら、体 に取り込まれた美の成立要因を探 り当て 、

撚 りあわせ L 有力な原理で整理 し、そ して統一
と変化

の 要素 が両立 して いる 、との結論 に至 る こ とが多い 。

筆 者 の 上 の 解釈も 同様で あ る 。こ の と き 、解釈が い き

い き して い るか凡庸で あ る か は 、美の 実感と不即不 離

で導かれ ている解釈 か否か による。原理 が先にあろう

筈 がな い 。心す べ き は 、ま ず美的体験が身の 回 り に 多

くあ り、美意識と知的素養とが増幅 しあ っ て蓄積され 、

や がて 自身の倉1」造性発揚に結び つ く、こ の よ うな 日常

姿勢で あろう。
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